

































校に入学するが、胸部疾患の診断を受け、その救いを求めて 1904（明治 37）年の中学 4年のときに、
キリスト教の洗礼を受ける。1905（明治 38）年 3月に旧制徳島中学校を卒業し、同年 4月に明治学院






































ところで賀川は 1947（昭和 22）年と翌 48（昭和 23）年にノーベル文学賞候補となり、さらに 1955










たとえば先行研究には 1960 年代以降でも、賀川豊彦全集刊行会編『賀川豊彦全集』（全 24 巻、キリ
スト新聞社、1962 ～ 64 年）をはじめとして、人物や思想に関する研究は、武田清子「賀川豊彦論―
その社会思想における人間（上）（下）」（『思想の科学』、第 13 号、第 14 号、1960 年、54 ～ 63 ペー
ジ、71 ～ 8 ページ）、隅谷三喜男『賀川豊彦』（日本基督教団出版部、1966 年）、黒田四郎『人間賀川
豊彦』（キリスト新聞社、1970 年）、武藤富男『評伝 賀川豊彦』（キリスト新聞社、1981 年）、鳥飼慶
陽『賀川豊彦と現代』（兵庫部落問題研究所、1988 年）、ロバート・シルジェン著 /賀川豊彦記念松沢






























たマルクス（Karl Heinrich Marx, 1818-1883）の『資本論』である。賀川は結果的に唯物史観とは異な
る立場をとるが、『資本論』は賀川の社会思想の形成において、多大な影響を与えた。『資本論』以外






















































































































































































































められ、「値上処分法」として「一 書記一名採用、二 会報発行、三 人事相談所新設、四 連合会事務所
設置」という事項が決定される。そのなかでも会報発行は、労働組合としての体裁を整える上で、大
きな役割を果たす。会報は『新神戸』と名付けられ、賀川は編集顧問に就いている。
















川は関西労働運動における指導者とみなされるようになる。1918（大正 7）年後半から 1919（大正 8）
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年前半という時期は、労働組合数が飛躍的に増加した時期であり、1918（大正 7）年 4月時点で約 3
万名であった友愛会の会員が、翌年の夏頃までに約 5万名に増加していた。当然、労働争議も各地で

















































































































































賀川は 1920（大正 9）年 10 月に『死線を越えて』を改造社から出版している。それがベストセラー
となり、この印税収入を労働組合運動に提供する 51）。『死線を越えて』の印税は約 10 万円であり、「神
戸労働争議後始末費用として 35,000 円、日本農民組合費用として 20,000 円、鉱山労働運動費用として
5,000 円、友愛救済所基本金として 15,000 円、消費組合設立費用として 10,000 円、労働学校基金とし























































当時、全国的な小作争議の急増（1919 年に 326 件、1920 年に 408 件、1921 年に 1,680 件）ととも
に、小作組合が各地に結成され、1919（大正 8）年末に 288 あったのが、1921（大正 10）年末には 679





























































































































































































































































賀川は 1930（昭和 5）年から約 3年間にわたって、全国を東奔西走し、休む暇なく活動した。賀川
の伝道は海外にも及び、1928（昭和 3）年・1938（昭和 13）年・1940（昭和 15）年・1942（昭和 17）
年に満洲、1930（昭和 5）年と翌年に中国、1932（昭和 7）年に台湾、1934（昭和 9）年にフィリピン、
1935（昭和 10）年にオーストラリアとアメリカ、1936（昭和 11）年にノルウェー・スウェーデン・ド
イツ・ベルギー・フランス・スイス・パレスチナを巡遊、1938（昭和 13）年にインドというように、
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Toyohiko Kagawa and the Campaign for Association 
Formation
― Economic Thought of the Self-Help and Mutual Aid ―
Nobuhisa NAMIMATSU
Abstract
Toyohiko Kagawa(1888-1960) was a Christian social campaigner from the Taisho era period to the 
Showa period. He was a proponent of the principle of cooperative unions based on “friendship”. His 
characteristic was to have re-framed the economy in terms of the Christian faith. However, his unionism 
was criticized by Marxists.
Kagawa was involved in the foundation of various union-type organizations. For example, labor 
unions, farmers’ associations, and consumers’ cooperatives. It is hard to say that he built a new 
economics, but he did discuss economic philosophy. The international evaluation of his achievements is 
high, but the domestic evaluation is low. However, there are many existing domestic studies on him. The 
existing studies can be classified as being concerned with Kagawa’s Christianity, with his unionism, and 
with his social reformism. 
However, there are few social science-like studies. It is said that his thought was not well received 
because it did not match the times. However, his thought did have consistency through the changing 
times. 
In this report, I clarify that Kagawa’s thought, ideas, and unionist activities were based on the 
principles of "self-help and mutual aid" based on Christianity. The union, an association located between 
the nation and the individuals taken to be Kagawa’s agent of “self-help and mutual aid” towards the 
construction of an ideal society that would expand into a world federation. His ideals are not realized. 
However, his ideas are worth reconsidering in modern society. 
Keywords : Toyohiko Kagawa, Labor Union, Farmers’ Association, Consumers’ Cooperative Society, 
Cooperative Economy
